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とちぎ市民活動推進センターくらら 
 

●休 館 日  

水曜日・年末年始 

●開館時間   

月～土 10:00～21:00 

日・祝 10:00～17:00 

とちぎ市民活動推進センター情報紙      2015年 9月 Vol.119 

 

 

〒328-0043  栃木市境町１９番３号駅前庁舎１F 
Tel 0282-20-7131 Fax0282-20-7132 
E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.j p  
URL http://www.kurara-tochigi.org 

 
 

 
 ■問合せ とちぎ協働まつり 2015 実行委員会  ☎0282-20-7131  FAX0282-20-7132 

 今年のテーマは 
 

とち介・協働ピン
バッジと協働サポ
ートステッカーは 
協働まつりを支え
ます！くららにも
あります。 
各 500 円。 
ご協力よろしく！ 

【くららのエリア出展団体】◆デモクラティックスクール 

つながるひろば（活動紹介・情報提供）◆栃木県シニア 

センター（iPad の操作説明・インターネットの体験） 

◆栃木市パソコン要約筆記サークル「さくらんぼ」＆栃木市 

中途失聴難聴者協会（指文字しりとり・パソコンタッチタイ 

ピング体験・手話紙芝居・ゲームに挑戦！）◆鈴木和夫 

（あそびの学校・手作りおもちゃで遊ぼう）◆ハーモニー 

（折り紙体験・展示）◆太平山麓九条の会（平和な世界で 

つながるわくわく）◆ワールドマリー（持続可能な開発の 

ための教育アジェンダ 2030◆障がい者の一人暮らしを 

考える会（会員拡大・活動報告）◆栃木障がい者の自立をめざす会（車いすダンス教室・写真教室の広報活動）

◆ネットワークとちぎ（「まちなかモニュメントーまちの記憶」展の開催 写真・資料展示・アンケートの実施） 

年に一度のくららの大掃除！ 

皆々様のご参加をお待ちしています！ 

大掃除終了後、恒例の交流会！ 
 

♥日 時  10 月 ２日（金）13:00～15:00 
♥会 場  とちぎ市民活動推進センターくらら 会議室 
♥主 催   くらら利用者協議会   ♥参加無料 

♥企 画   栃木市女性史研究会 あいの会／ザ・とちぎ 

♥問合せ／申込み  とちぎ市民活動推進センターくらら 

☎0282-20-7131  FAX0282-20-7132 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シベリア抑留で死と向き合った体験。亡き戦友に背を押され「今話さなければ」の思いを胸に。 

 

くららのエリア長 
宇賀神 雄太さん 
（デモクラティックスクール 

つながるひろば） 

 

よ
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登録 No 団 体 名 活 動 内 容 

487 P.S.G 活動団体 
より多くの子供たちに空の下で思う存分に物を作り、遊び、体験して、 
豊かな想像を育むキッカケを得て、楽しんで欲しいとの願いのもと「そら
のこマルシェ」を開催する。 

488 富田マルシェズ（TM’S） 
①地域間・男女間のコミュニケーションを活性化するイベントの開催 
②世代間のコミュニケーションを促進するセミナーの開催 
③中高年齢者が中心となって参加し情報交換するフォーラムの開催 

489 TOCHICO 日和の会 
栃木で子育てをしているママ（パパ）がもっと栃木を好きになれるよう、 
情報交換の場をフリーペーパーなどで提供。 

■ 9 月 10日（木）19:30～20:30 ぽたり 神山裕紀さん 

「リノベーション？シェアスペース？倭町に『ぽたり』がオープンしました。」 

■ 9 月 19日（土）17:00～18:00 鈴木秀明さん 「相続の話」 

■10月 9日（金）19:00～20:00 大島寛さん 「栃木に SLが走っていた頃の話（写真を見ながら）」 

■10月 19日（月）13:00～14:00 「TOCHICO 日和の会」松本真由美さん ママのためのフリーペーパー創刊！ 

※登録団体数 226 団体 登録会員数 23,011 名（7 月末現在） 
※くららでは市民活動団体の登録を随時受け付けています。 

 

9／26（土）オリエンテーション  

10／10（土）～ 選択プログラム 

  ①竹林で人と縁をつなぐボランティア（益子町） 

  ②カワマタスタイル。プロジェクト（日光市） 

  ③空き家再生から守り伝えたいまちの未来を 

考えよう（栃木市 マチナカプロジェクト） 

  ④Y キッズ～野外炊飯にチャレンジ！（宇都宮市） 

11／28（土）未来留学アクションプラン報告会 

参加費 無料（別途実費は参加者負担） 

問合せ ☎028-612-3341 

（NPO 法人とちぎユースサポーターズネットワーク） 

どなたでも参加できます。興味のある回から、お気軽に「ちょこっと」のぞいてみませんか？ 

♪日 時 10月 11日（日）10:00～17:00 

♪会 場 栃木市栃木文化会館 小ホール（旭町） 

♪朗読者 朗読を楽しむ会メンバー17名 

♪エレクトーン演奏  細川 菜桜氏   

♪入場無料   

♪問合せ ☎090-5550-8410（朗読を楽しむ会） 

 

最近とみに「地域資源」という言葉を聞くようになりました。この言葉は、「その地域 

らしさを想起させるもの」「その地域の地場産品」のような文脈で使われることが多いと 

思われます。今回は、東洋大学大学院の博士課程に在籍し、下館（茨城県筑西市）はじめ 

北関東各所で地名を地域資源として活用する研究をしているくららのスタッフ・宇田川が 

「街をもっと楽しくする地域資源の探し方」と題して、まず、日光市の小代地区で発見されたシモツケコウホ

ネを紹介。これは同地に古くから見られたコウホネの変種であり、学会に論文発表されるほどの発見だったに

も関わらず、学芸員によって新種だと判明する前は地元の農家からは雑草扱いを受けていたことを挙げました。

つまり、地域資源は地域に普通に転がっているものがほとんどですが、地域の人には当たり前すぎてその価値

が見いだせなくなっていることが多いことがこの例からも解ります。 

 また、その実証として宇田川は今年３月に下館擁する筑西市内外の有志と共に下館を街歩きし、地域資源を

発見するプロセスを実践する企画を行いました。その結果、現地の人・

他地域の人が入り混じって「地域」を見つめることで、現地の人は普段

見過ごしていたものの再発見、他地域の人は一人で来た時には絶対に気

付けない地域の持ち味に気付くという機会を創出できることがわかりま

した。宇田川は、「名馬常にあれど伯楽常にはあらず」のことわざを引用

し、地域資源を探すためには「一人ひとりが伯楽であることが大切」と

まとめました。 

 

第 199回  8月 ９日（日） 東洋大学大学院 宇田川大介さん 

「街をもっと楽しくする地域資源の探し方」 

 

第 200回   8月 20日（木）栃木市熱気球クラブ 神島馨さん 

「❤ ハートランド号❤ の活躍！」 

日 時 9月 13日（日）8:45～16:40（雨天決行） 

集合場所 藤岡駅（8:45） 藤岡文化会館（9:00） 
参加費 1,000円（資料代・保険料） 
募集人数 40名   ※昼食・飲み物は各自用意 
問合せ／申込み ☎080-1259-4143 

（谷中村の遺跡を守る会） 

 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

 

日 時 10月 10日（土）10:00～15:00 
会 場 栃木市栃木文化会館（旭町）   
内 容 “プラレールで遊ぼう！” 

射的・チョロQ・魚釣り・ものつくり 他  
おもちゃの修理受け付けます！ 

※参加費 無料 
問合せ ☎090-6542-3384（山下） 
 

鈴木 千春氏 講演会と座談会 
「今、この瞬間からママが幸せになる」 
日 程 9月 14日（月）10:30～11:30 
会 場 栃木第五地区コミュニティセンター2F 和室 
参加費 100円 
問合せ ☎0282-22-7062（事務局） 

 

栃木市母親くらぶゆ･る･く＆栃木おやこ劇場合同企画 

 

“とちぎ夢ファーレ”助成事業 

 

くららで話そ！ これからの予定  

★日 時 9月 16日（水）16:00～18:00 
★会 場 とちぎ市民活動推進センターくらら 
★内 容 英語の歌と踊りとゲーム／英語と日本語の 

劇を楽しむ／お菓子パーティ 
★対 象 幼児（保護者同伴）～大人 どなたでも！ 
★参加費 無料 
★持ち物 お菓子 1袋・自分の飲み物 
★問合せ／申込み ☎080-5676-8477（田村） 

 

 
景品も 
あるよ！ 

日 程 10月 3日（土）13:30～16:00 
会 場 栃木市栃木文化会館 会議室 
問合せ ☎0282-22-7206（須黒） 

 

「前文」を読み比べ、あらためて学び話し合ってみませんか。 ついに！200回を数えた「くららで話そ！」は、ハート型の熱気球のお話！ 

ラムサール条約湿地登録で全国的に注目されている渡良瀬遊水地は、スカイダイビング、 

ヨット、カヌー、サイクリングなどと共に熱気球の飛行が盛んで、熱気球の聖地とも言わ

れているそうです。以前から神島さんたちはレースに参加しながら、栃木市ならではの 

熱気球製作を提案してきました。その甲斐あって、平成 25年に製作期間 5か月をかけ、 

体積 2,550ｍ³ 高さ約 23ｍ 横幅約 20ｍ 奥行最大 15ｍの『ハートランド号』が完成しました。 

谷中湖のハート型と背中の「羽」にこだわった製作苦労話もお聞きしました。 

一般社団法人栃木市熱気球クラブは、平成 26年 3月に発足し、現在は、 

大会やイベントに参加、また、多くの市民の皆様へ熱気球に触れ合う機会を 

提供し、市の PR 及び栃木市の観光振興のために活動して 

います。NHKはじめ取材も目白押し。係留体験搭乗・フリー 

フライト・熱気球教室と大忙しのこの頃だそうです。 

バルーンは、一式すべて一台の車にコンパクトに載せられる 

そうです。皆さんも、ハートランド号を見かけたら、ぜひ！体験してくださいね！ 

自閉症の子育てから 
見つけた、ママが 
幸せになる方法 
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 ☆ 
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 ☆ 

★ 
 ☆ 

★ 
 ☆ 
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９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 

報告 
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報告 
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くららに来て、みんなで話そう！ 
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※くららは、指定管理者として特定非営利活動法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

くらら情報紙は毎月１日発行です。 

下記のところに置いてあります。 
 
栃木市役所・各総合支所・各公民館・各図書館・各文化会館・ 
蔵の街美術館・各商工会（議所）・各児童館・各老人福祉センター・市民
会館・山車会館・蔵の街観光館・保健福祉センター・勤労者総合福祉セ
ンター・地域子育て支援センター・ ・シルバ
ー大学校・総合体育館・プラッツおおひら・ゆうゆうプラザ・隣保館・
遊楽々館・こなら館・県内市民活動センター・近隣のボランティアセン
ター・市内協力店・くららカウンター 
 
「登録団体からのお知らせ」（講座・イベント情報など） 
「くららレポート」（団体の活動紹介）原稿をお待ちしています！ 

※くららホームページから情報紙の印刷もできます。 
URL http://www.kurara-tochigi.org 

 

 
くららの駐車場は 10 台程度。 

乗りあわせでお願い致します。 

 

 

東日本大震災の際には帰宅困難者 150名の宿泊所にもなった学悠館高校（沼和田町）で

行われた避難所運営ゲーム（HUG）はシミュレーションとは言え、次々と押し寄せる 

避難者や支援物資の対応に、真剣に取り組む参加者たちの熱気で室内温度は急上昇！ 

朝夕の風に秋の気配ですねHUG 研修はお疲れさまでした。いざという時の心構えを再確認された方も多かったのでは
ないでしょうかイベント盛りだくさんの秋に向けて何かと忙しい 9 月です！頑張りすぎる方の多いこの世界。夏の疲れも 
でる頃。皆々様、くれぐれも体調に気をつけて無理なくお過ごしくださいねさて、始まりました！「ゆるキャラグランプリ
2015」！とち介が「挑む！」期間は 11／16 まで。その後は浜松で決戦投票！毎日の愛のポチを忘れずに！応援あるのみ！！ 

【アンケートから】■待ったなしで緊迫感があるゲームだった■今日はゲームだったが 

実際はもっと迅速な対応が求められる。一つ一つ判断していかなければならない難しさを

感じた。実際には疲れたといっていられない。避難者が抱える問題等に対応できるよう 

このようなゲームは有効であると感じた■実際の避難所で対応をしたことがない。疑似体

験ができてよかった。次々と来る避難者の振り分けが難しく、日頃から考えておくことが

必要だと感じた■押し寄せる人々と矢継ぎ早な要望にどう応えていくのか、スピードと 

冷静さが必要だと感じた。集中力と持続力も必要だ。避難者の名簿はとても大事■多種多

様な問題を抱えた方が避難してくるので、とっさの判断が必要となり、運営の難しさが課

題となった■いかに大変かがわかった。このような研修を積むことは大切であることを実

感した。今日の経験を活かせるように、普段から意識づけできたらと思った■防災（HUG）

研修とても参考になった。栃木市は災害は少ないといわれているが、他地域からの被災者

受け入れなども考えられるので、本日のことを参考として対応していきたいと思う■事前

に、ファストフード店並のマニュアルがないと対応できない。グループによって、様々な

視点があることに感心。また、学悠館高校の皆さんが熱心に 

取り組んでいらっしゃる様子にも感銘を受けた■起こりうる 

想定・事案に対する準備不足を痛感した。大変勉強になった。 
 
参加者の皆様、暑い中、本当にお疲れさまでした！学悠館高校の 

先生方、生徒さん、お世話になりました！ありがとうございました！ 

終了後は学悠館高校の生徒さんが館内を案内して下さいました！ 

 


